
東
日
本
大
震
災
以
降

個
人
の
利
用
が
大
き
く
普
及

１．

貸
金
庫
の
利
用
目
的

個
人
の
財
産
を
預
か
る
業
務
の
一
つ

と
し
て
貸
金
庫
の
貸
与
が
あ
る
。
現
在

も
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ケ
ー
ス
と
貸
金
庫
の

両
方
を
取
り
扱
う
金
融
機
関
が
大
半
だ

が
、
事
務
効
率
化
と
人
手
不
足
か
ら
、

一
部
の
金
融
機
関
で
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ケ

ー
ス
の
貸
与
は
中
止
し
、
貸
金
庫
の
み

の
貸
与
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

貸
金
庫
は
ほ
と
ん
ど
の
支
店
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
店
舗
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
設
置
が
大
半
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
設
置
庫
数
に
は

差
が
あ
る
。
本
店
や
貸
金
庫
の
貸
与
ス

ペ
ー
ス
が
十
分
に
確
保
で
き
る
店
舗
で

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
設
置
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
が
一
般
的
だ
。

貸
金
庫
の
利
用
目
的
は
、
以
下
の
三

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
大
半
で
あ
る
。

�
年
配
者
が
自
己
の
財
産
の
保
管
の
た

め
に
利
用
す
る

�
富
裕
層
が
盗
難
防
止
の
た
め
に
世
帯

で
利
用
す
る

�
企
業
が
自
社
株
や
債
券
を
保
管
す
る

中
で
も
一
番
多
い
の
は
、
年
配
者
が

通
帳
や
証
書
、
権
利
証
、
株
券
と
い
っ

た
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

品
々
を
保
管
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

地
震
等
の
災
害
や
火
災
に
よ
り
、
自

宅
を
は
じ
め
各
種
の
所
有
権
を
確
認
す

る
手
立
て
を
失
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は

少
な
く
な
い
。
と
り
わ
け
東
日
本
大
震

災
後
は
、
東
北
の
金
融
機
関
で
貸
金
庫

の
利
用
が
増
加
し
、
個
人
の
財
産
を
貸

金
庫
で
保
管
す
る
こ
と
が
大
き
く
普
及

し
た
。
少
々
高
額
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
一
人
で
一
箱
で
は
な
く
複
数
箱
の

契
約
を
し
た
り
、
大
き
い
サ
イ
ズ
の
箱

を
契
約
し
た
り
す
る
傾
向
も
み
ら
れ

た
。
契
約
庫
数
の
増
加
に
伴
う
手
数
料

の
増
加
が
、
金
融
機
関
の
収
益
に
寄
与

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

効
率
的
な
管
理
が
可
能
な
た
め

低
コ
ス
ト
で
高
収
益
が
得
ら
れ
る

２．

コ
ス
ト
と
収
益
の
バ
ラ
ン
ス

一
般
的
に
顧
客
と
の
取
引
深
耕
を
図

る
際
、
ま
ず
は
新
規
で
預
金
口
座
を
開

設
し
て
も
ら
い
、
そ
の
口
座
を
給
与
振

込
や
公
共
料
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の

口
座
振
替
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
継
続
的
な
取
引
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
利
用
提
案
も
行
う
。

こ
れ
に
よ
り
、
金
融
機
関
と
し
て
は

口
座
が
増
え
る
と
同
時
に
顧
客
の
囲
い

込
み
が
可
能
と
な
り
、
各
種
取
引
に
結

び
付
け
や
す
い
と
い
う
狙
い
が
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
に
は
相
応
の
コ
ス
ト
も
か

か
る
。
振
込
や
引
落
し
に
支
障
が
生
じ

る
と
金
融
機
関
の
信
用
問
題
に
も
関
わ

っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら
の
シ

ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら
れ

る
。
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
、
延

滞
や
不
払
い
が
発
生
し
な
い
よ
う
管
理

す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

こ
う
し
た
管
理
に
か
か
る
保
守
費
用

は
軽
視
で
き
な
い
。
仮
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
業
者
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
出
張
費
は
、
修
理
に
要
し
た

時
間
に
よ
っ
て
数
万
円
〜
数
十
万
円
を

金
融
機
関
側
が
負
担
す
る
こ
と
と
な

る
。
部
品
の
交
換
が
必
要
な
場
合
は
、

部
品
代
と
し
て
数
万
円
〜
数
十
万
円
が

加
算
さ
れ
る
。
顧
客
か
ら
受
け
取
る
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
利
用
手
数
料
（
時
間
外
）
は
１

回
１
０
８
円
〜
２
１
６
円
が
一
般
的
だ

が
、
こ
の
手
数
料
だ
け
で
保
守
費
用
を

賄
う
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

そ
の
点
、
貸
金
庫
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
貸
金
庫
の
場
合
、
通
常
は
貸
金
庫

室
と
い
う
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
部
屋
全

体
の
管
理
と
個
々
の
貸
金
庫
の
管
理
を

一
つ
の
モ
ニ
タ
ー
で
行
う
こ
と
が
可
能

で
あ
る
た
め
効
率
的
だ
。

貸
金
庫
の
開
閉
に
必
要
な
鍵
（
手
動

型
・
半
自
動
型
の
場
合
）
は
契
約
者

に
、
カ
ー
ド
（
半
自
動
型
・
全
自
動
型

の
場
合
）
は
届
け
出
を
受
け
た
各
利
用

者
に
交
付
す
る
の
で
、
利
用
者
が
特
定

で
き
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
メ
リ
ッ

ト
も
大
き
い
。
な
お
、
交
付
し
た
鍵
や

カ
ー
ド
の
管
理
責
任
は
顧
客
側
に
あ
る

た
め
、
万
一
紛
失
な
ど
の
不
測
の
事
態

が
起
こ
っ
た
場
合
は
顧
客
か
ら
取
替
費

用
や
再
発
行
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と

特 別 企 画
図表１ 貸金庫契約の流れ

図表２ 貸金庫の利用方法

図表３ サイズによる利用目的

企業や家族で１箱利用するケースが多い
（利用内容は、「中」「小」と同じ）
夫婦で利用、あるいは会社代表者が利用
（通帳、権利証、株券、債券、定款、など）
個人が利用（通帳、権利証、印鑑、など）

・預金口座開設時との相違がある
場合は、その理由を確認する

・審査に通過すると、後日来
店となる

手動型の場合

・契約書の記入
・手数料徴収
・鍵交付

・手動型

・半自動型

退出

・全自動型

退出

箱を所定の
位置に戻し
施錠

確認ブースの前に
箱が自動的に出て
くる

退出

預金口座開設

貸金庫の利用申込用紙の記入
（目的、利用者名、など）

審査
（反社、信用情報等の確認）

全自動型の場合

・元帳の記入
・使用予定金庫の特定
・手数料徴収
・カード交付

箱の取り
出し

貸金庫を
確認

暗証番号入力

暗証番号入力
（セキュリティ
解除）

開箱の
申し出

半自動型の場合

・元帳の記入
・使用予定金庫の特定
・手数料徴収
・鍵交付
・カード発行

開閉箱依頼書
の記入

カードにて
入室

カードにて
入室

大

中

小

貸
金
庫
提
案
を
切
り
口
と
し
た

効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

●
手
数
料
収
入
の
増
加
と
取
引
深
耕
を
図
る

谷
口

敬

書
類
や
財
産
の
盗
難
・
散
逸
防
止
の
た
め
に
、
高
齢
者
や
富
裕
層
、

企
業
で
利
用
さ
れ
て
い
る
貸
金
庫
。
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

手
数
料
ア
ッ
プ
と
さ
ら
な
る
取
引
深
耕
が
期
待
で
き
る
。
本
稿
で
は
、

貸
金
庫
の
基
本
的
な
特
徴
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
と

具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
解
説
す
る
。
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